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　昨年後半、全国的に猛威を振るい、社会問題にもなったインフルエンザ。
年末には、少し遅れて喜界島でも流行したことは記憶に新しい。
　今年に入り、落ち着いたかに思えたインフルエンザが再び島でも流行しつ
つあり、学級閉鎖する小学校もあった。
　医学の発達と争うように変異し続ける “ 新型 ” インフルエンザ。先月（２月）
には、すべての町民が予防ワクチンの接種を受けることができるようになった。
うがいや手洗いの励行など個人でできる予防を、まずは心掛けよう。　
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 表紙説明

インフルエンザを泣き飛ばせ！！

ママがいるからへいきだよ

いたくしないでね

ボクはみる派

ワタシはみない派



恩師や後輩、そして両親への感謝と
新たな人生への決意を述べた山元さん

努力の結晶を手にする作田さん

タ
ビ
カ
チ
イ
ジ
ム
チ
バ
ル
ン
ド
ー
！

�

それぞれ違う扉の向こうで、枯れることない大輪の花を咲かそう
６２人が希望を胸に新天地へ羽ばたく

　

県
立
喜
界
高
等
学
校
（
藤

𥔎
健
一
郎
校
長
）
は
３
月
１

日
、
同
校
体
育
館
で
卒
業

式
を
し
た
。
今
年
度
の
卒
業

生
は
、
普
通
科
、
商
業
科
一

ク
ラ
ス
ず
つ
の
計
62
人
。

　

一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書

を
授
与
し
た
藤
𥔎
校
長
は

式
辞
で
「
志
の
あ
る
と
こ
ろ

に
道
は
拓
け
ま
す
。
高
校
生

活
で
み
せ
た
さ
わ
や
か
な
笑

顔
と
力
強
い
行
動
力
を
忘

れ
ず
、
誇
り
と
自
信
を
持
っ

て
前
進
し
、
新
た
な
大
舞
台

で
光
り
輝
く
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

在
校
生
送
辞
で
は
、
我

原
太
清
生
徒
会
長
が
「
今

年
度
は
創
立
60
周
年
で

様
々
な
行
事
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
度
に
失
敗
を
恐

れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿

は
、
私
た
ち
の
手
本
と
な
り

ま
し
た
。
と
び
き
り
の
笑
顔

で
、
あ
た
た
か
く
手
を
差
し

の
べ
て
く
れ
た
先
輩
方
は
誇

り
で
す
。
や
さ
し
さ
と
出
会

い
に
感
謝
し
ま
す
」話
し
た
。

　

卒
業
生
答
辞
で
は
、
山

元
由
紀
子
前
生
徒
会
長
が

「
と
も
に
学
び
、泣
い
て
笑
っ

た
素
晴
ら
し
い
日
々
も
今
日

で
お
別
れ
と
い
う
実
感
が
わ

き
ま
せ
ん
。
温
か
く
熱
心
に

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
色
ん
な
行
事
の
度
に
支

え
て
く
れ
て
逆
に
教
え
て
く

れ
た
在
校
生
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ

し
て
保
護
者
の
方
々
、
喧
嘩

し
た
り
迷
惑
ば
か
り
か
け

た
け
ど
、
心
の
中
で
は
感
謝

し
て
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
い
つ

か
恩
返
し
し
ま
す
。
み
ん
な

そ
れ
ぞ
れ
別
の
扉
を
開
け

て
い
き
ま
す
が
、
喜

高
で
学
ん
だ
色
ん
な

こ
と
を
糧
に
、
大
き

な
枯
れ
る
こ
と
を
知

ら
な
い
花
を
咲
か
せ

ま
す
」
と
話
し
た
。

　

最
後
に
全
体
の

校
歌
斉
唱
で
会
を

終
え
、
卒
業
生
は
静

か
に
会
場
を
後
に
し

た
。

　

今
春
、
喜
界
高
校
商
業
科
を
卒

業
す
る
作
田
夏
実
さ
ん
（
上
嘉
鉄
）

は
こ
の
ほ
ど
、
全
国
商
業
高
等
学

校
協
会
（
全
商
）
の
検
定
試
験
６

種
目
で
１
級
合
格
を
果
た
す
快
挙

を
成
し
遂
げ
た
。

　

作
田
さ
ん
が
合
格
し
た
の
は
簿

記
実
務
検
定
、
ワ
ー
プ
ロ
実
務
検

定
、
情
報
処
理
検
定
（
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
部
門
）、
同
（
ビ
ジ
ネ
ス
情

報
部
門
）、
商
業
経
済
検
定
、
電
卓

検
定
の
６
種
目
。
ま
た
、
２
年
生

時
に
は
、
難
関
の
日
商
簿
記
検
定

２
級
に
も
合
格
し
て
い
る
。

　

作
田
さ
ん
は
「
先
輩
が
５
種
目

に
合
格
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
超

え
る
こ
と
が
入
学
時
の
目
標
だ
っ

た
。
３
年
間
、
弓
道
部
と
両
立
し

な
が
ら
集
中
し
て
取
り
組
め
た
。

愛
知
県
内
の
運
送
会
社
に
就
職
す

る
の
で
、
資
格
を
活
か
し
て
頑
張

り
た
い
」
と
話
し
た
。

快
挙
！

全
商
検
定
１
級
６
種
目
合
格
!!

作
田
夏
実
さ
ん
（
喜
高
３
年
）

喜界高校卒業式

友
岡　
芳
成 

君
（
上
嘉
鉄
）

大
分
大
学
経
済
学
部
へ
進
学

　小さい頃から島
に育ててもらいま
したが、年々人口
が減ってきていま
す。そこで、少し
でも島の発展の力
になるため、「 地
域システム学科」
を選びました。
　入学後は、勉学はもちろん、サークル
活動やアルバイトなどで、色んな人と人
のつながりや、社会勉強をしたいです。

（後輩へのメッセージ）
　日頃からの勉学や部活動に一所懸命取
り組んだことが、推薦入試での合格につ
ながったのだと思います。一日一日を大
切に過ごしてください。

朝
原　
裕
毅 

君
（
坂
嶺
）

東
京
ガ
ス
へ
就
職

　高校生活で打ち込ん
だサッカーの実業団があ
り、また、大企業なので
親を安心させたいと思
い、東京ガスを選びまし
た。入社後も努力して、
会社にとって必要とされ
る人材になりたいと思い
ます。

（後輩へのメッセージ）
　東京ガスは巨大企業なので、入社するのは難
しい企業と思われがちですが、勉強や部活動な
どを普段から一生懸命に取り組めば、そのハー
ドルは低くなると思います。
　入社後も勉強しなければならないことはたく
さんありますが、「喜界高校の卒業生なら間違い
ない」と、会社に認められるように頑張ってレー
ルを作りますので、ぜひ後輩にも後に続いて欲
しいです。
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みんなで納めよう  !!   国民年金まめ知識
20 歳以上の学生 の方は・・・ 

「学生納付特例制度」  の申請手続きを！ 
　 学生で所得がない場合や少ない場合により、保険料
の納付が困難なときは、  役場住民課の国民年金担当窓
口に申請し、前年所得などを審査して承認を受けると、  
その期間の保険料の納付が猶予されます。 

■学生納付特例の対象となる方 
① 学生本人の前年所得が 118 万円（給与収入が 194  

万円）以下の場合。 
②前年以降に会社等を退職して学生になられた方は、   
退職を確認できる書類が必要となります。

■学生納付特例の承認期間 
　４月（または 20 歳誕生月 ）から翌年３月まで
■申請手続きは毎年必要です 
　 学生納付特例を承認された方で、翌年度も同じ学校

に在学される方には、「学生納付特例申請書（ハガキ）」  

が郵送されます。必要事項を記入し、返送すること
で申請ができます。 

 ●手続きに必要なもの 
　①年金手帳　㈪学生証  （コピー可）  　 
　②印かん  （  本人が署名する場合は不要  ）     
　③ 会社等を退職して学生になられた方は、次のいず

れかが必要で す。 
　　・雇用保険被保険者離職票  （コピー可） 
　　・雇用保険受給資格者証  （コピー可） 
　　・ 雇用保険被保険者資格喪失確認通知書  （コピー

可）など

　学生時代に年金未納があったため、重い障害を負っ
た際に、障害者年金の受給が許可されないケースが実
際にありました。
　対象となる 20 歳以上の学生の方は、忘れずに申請
しましょう。 

奄美出身者のための奨学金制度です！（無利息） 
奄美奨学会貸費生出願要項

１  .  目的 
　奄美群島出身者の子弟で、高専、短大、大学および大学院に在学し、成績優秀、心身健全でありながら、経済的
な理由により就学困難な者に、就学に必要な資金を貸し付け、有用な人材を育成するための制度です。 
２  .  貸与金および期間

３  .  貸与金の返済義務 
　卒業後６か月を経過した後、  10 年以内の期間に、毎月均等額以上を返還（無利息） 
４  .  必要書類 
　「奨学生願書」、「奨学生推薦調書」、「成績証明書」、「戸籍謄本・住民票」、「収入に関する証明書」（各１通）、 
　「写真１枚」（３か月以内の撮影で、タテ４ｃｍ、ヨコ３ｃｍ以内） 
５  .  選考方法 
　申込願書４月末日締切、書類選考のうえ５月中に決定 
６  .  選考人員　若干名 
７  .  必要書類請求先 
　財団法人　奄美奨学会事務局あるいは当会ホームページからダウンロード 
　http://www.tokyo-amamikai.jp/amamisyougakukai.html 
８  .  問合先（奄美奨学会事務局） 
　〒１０１−００４１ 
　東京都千代田区神田須田町２丁目２３番地　  SS  ビル２階（宗村法律事務所内）
　　財団法人　奄美奨学会 （理事長　英 辰次郎 、担当理事　宗村 森信 ）
　　電話　０３−５２９８−８２８１　FAX  　０３−５２９８−８２８２

学校 月額 期間

高専、短大・大学 30,000 円 正規の修学期間

大学院 35,000 円 正規の修学期間
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F
３
A
（
41
人
）

石
原
久
弥

朝
五
時
に
、
行
く
ぞ
行
く
ぞ
ウ
ヤ
ン

コ
ー
!!
ウ
ヤ
フ
ジ
に
思
い
伝
え
、
今

旅
立
つ
!!　

い
つ
の
日
か
帰
っ
て
く

る
ぞ
!!
ウ
ヤ
ン
コ
ー

大
山
祐
平

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
立
派

な
救
急
救
命
士
に
な
っ
て
み
せ
ま
す
。

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

岡
本　
新

高
校
時
代
、
赤
点
の
数
は
底
知
れ
ず
。

大
学
行
っ
た
ら
赤
点
な
ん
て
取
ら
な

い
ぞ
!!

河
村 

優
志

母
さ
ん
、
三
年
間
言
え
な
か
っ
た
け

ど
、
い
つ
も
弁
当
う
ま
か
っ
た
よ
。
い

つ
か
必
ず
親
孝
行
し
ま
す
。

坂　
智

喜
界
島
、
両
親
、
友
達
、
自
転
車
、

今
ま
で
あ
り
が
と
う
。
福
岡
で
も
頑

張
る
ぞ
!!

栄　
耕
介

フ
リ
ム
ン
と
言
わ
れ
続
け
て
18
年
。

フ
リ
ム
ン
と
し
て
旅
立
ち
立
派
な
フ

リ
ム
ン
と
し
て
帰
っ
て
き
ま
す
。

榮　
岳
海

ど
ん
な
道
に
進
ん
で
も

い
つ
か
は
な
り
ま
す

一
人
一
人
が

南
の
島
の
青
い
星
に
！

坂
元
洸
哉

い
ま
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
、
あ

り
が
と
う
。
是
非
、
私
か
ら
年
賀
は

が
き
を
買
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

重
野
修
平

ゲ
ー
ム
よ
り
、
釣
り
の
楽
し
さ
を
教

え
て
く
れ
た
喜
界
島

サ
ン
キ
ュ
ー

繁
原
浩
亮

支
え
て
く
れ
た
方
々
へ
感
謝
!!

将
来
さ
ら
に
島
が
栄
え
る
よ
う
に

＂ど
げ
ん
か
せ
ん
と
い
か
ん
＂

霜
田
裕
太

が
ん
ば
る
よ
ー
！

嘉
鈍
に
建
て
ま
す
整
骨
院
!!

種
田
宗
一
郎

保
育
士
の
頂
点
に
な
る
。

玉
岡　
悟

島
・
両
親
・
友
達
・
バ
ス
ケ
あ
り
が

と
う
。
I
♡
喜
界　

I
♡
伊
砂

（
デ
コ
も
よ
ろ
し
く
）

富
裕
太
郎

私
は
将
来
喜
界
島
に
は
帰
っ
て
来
な

い
で
、
島
外
か
ら
喜
界
島
に
恩
返
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

友
岡
芳
成

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
島
に
、
い
つ
か
必

ず
恩
返
し
す
る
ぞ
！
喜
界
島
魂
だ
！

西
野　
巧

プ
ロ
入
り
し
た
美
沢
先
輩
の
よ
う
に
、

鍼
灸
師
と
し
て
認
め
ら
れ
、
両
親
や

島
の
人
た
ち
に
恩
返
し
を
し
た
い
。

萩
原
和
己

18
年
間
島
で
学
ん
だ
こ
と
を
た
ち
を

常
に
忘
れ
ず
、
生
き
て
い
く
。

廣
田
健
作

大
阪
行
っ
て
も
死
な
な
い
程
度
に
頑

張
り
ま
す
。

松
本
和
大

た
っ
た
２
年
半
の
喜
界
島
で
の
生
活

で
、
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
人
に

出
会
え
ま
し
た
。

松
元
純
也

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
た
く
さ
ん

の
人
達
に
、
恩
返
し
で
き
る
よ
う
立

派
な
社
会
人
に
な
り
ま
す
。

三
幸
聖
徳

島
で
の
思
い
出
を
胸
に
新
天
地
へ
い

ざ
は
ば
た
く
。

安
原
春
樹

F
３
A
と
別
れ
て
も
、
親
と
別
れ
て

も
。
俺
の
そ
ば
に
は
い
つ
だ
っ
て
お
前

が
つ
い
て
い
る
。
あ
り
が
と
う
ミ
ル

ク
テ
ィ
ー
。

愛
津
美
咲

十
八
年
た
く
さ
ん
迷
惑
か
け
た
け
ど
、

あ
と
四
年
間
よ
ろ
し
く
ね
♡
い
つ
か

は
し
ま
す
親
孝
行
★

乾
加
那
子

W
e 
c
a
n 

d
o 

i
t　

こ
れ
か
ら

の
人
生　

一
日
一
日
ち
ば
り
ま
す
！

O
h　

h
a
p
p
y　

d
a
y
♡

春
日
沙
耶
奈

３
年
間
、
支
え
て
く
れ
た
家
族
へ
必

ず
す
る
よ
家
族
孝
行

久
保
千
菜
美

今
の
自
分
、
幸
せ
い
っ
ぱ
い
。
沢
山

の
愛
情
あ
り
が
と
う
!! 

お
父
、
毎
日

電
話
し
て
こ
な
い
で
ね
ー
♡

実
田
沙
良

父
ち
ゃ
ん
、
お
か
ん
、
未
沙
、
将
志
。

い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
。

沙
良 

頑
張
っ
て
く
る
ね
.
。

重
野
真
美

I
♡
た
ま
ぁ　

し
し
ぃ
上
等
！

ど
ー
も
ー
上
等
！　

１
０
０
ま
で
長

生
き
し
て
ね
♡

清
水
絵
美
子

あ
り
が
と
う　

島
に
家
族
に　

友
達
に　

希
望
を
持
っ
て　

い
ざ
東
京
！

武
田
典
子

お
父
、
お
母
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
イ
チ

ロ
ー
。
今
ま
で
あ
り
が
と
う
。
み
ん

な
大
好
き
だ
よ
っ
♡

中
澤
瑠
美

両
親
あ
り
が
と
う
♡
喜
界
島
あ
り
が

と
う
♡
W
e 

c
a
n 

d
o 

i
t
!!

＂
私
な
ら
で
き
る
!!
＂

畑
め
ぐ
み

感
謝
の
気
持
ち
忘
れ
な
い
。
今
ま
で

支
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
介
護

で
親
孝
行
す
る
か
ら
ね
☆

原
田
穂
奈
美

父
の
様
に
た
く
ま
し
く
、
母
の
様
な

優
し
い
大
人
に
な
り
た
い
な
。
18
年

い
っ
ぱ
い
の
幸
せ
あ
り
が
と
う
♥

肥
後
な
つ
美

つ
よ
ポ
ン
♡
か
ず
ち
ゃ
ん
、
ナ
ツ
ミ

は
島
人
見
つ
け
て
帰
っ
て
く
る
予
定

だ
か
ら
、
安
心
し
て
待
っ
て
て
ね
♡

政
元
保
那
美

い
つ
も
周
り
で
支
え
て
く
れ
る
み
ん
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商業科３年A組

な
あ
り
が
と
う
。
辛
い
時
は
島
で
の

思
い
出
を
支
え
に
頑
張
る
ね

武
藤
は
る
か

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
で
は
足

り
な
い
く
ら
い
み
ん
な
に
感
謝
し
て

い
ま
す
♡

森
島
ほ
な
み

立
派
な
動
物
介
在
福
祉
士
に
な
っ
て

両
親
、
島
に
恩
返
し
す
る
!!

山
元
由
紀
子

18
年
間
、
家
族
や
島
に
見
守
ら
れ
蕾

を
育
て
て
き
ま
し
た
。
春
に
は
私
、

大
き
な
花
を
咲
か
せ
て
き
ま
す
。

豊　
愛

喜
界
島
か
ら
東
京
進
出

電
車
の
乗
り
方　

頑
張
っ
て
覚
え
ま
す
!!!
（
笑
）　

豊
愛
理

福
岡
で
な
っ
て
み
せ
る
ぞ

博
多
美
人
♡
J
u
s
t 

d
o 

i
t
! 

賀
川　
渚

喜
怒
哀
楽　

感
情
を
知
っ
た
喜
界
島

全
て
の
思
い
出
は
こ
の
場
所
に

13
年
間
、
あ
り
が
と
う
♡  

S
３
A
（
21
人
）

朝
原
裕
毅

大
都
会 

夢
も
希
望
も
盛
り
だ
く
さ

ん
。
お
ま
け
に
イ
ケ
て
る
女
も
盛
り

だ
く
さ
ん
。
イ
ェ
イ
!!

生
島
良
平

島
を
出
る
の
は
辛
い
け
ど
、
夢
に
向

か
っ
て
行
っ
て
来
ま
す
。

勇　
大
輔

大
都
会 

と
て
も
き
び
し
い
社
会
人
！

島
を
出
て
名
古
屋
で
努
力
親
孝
行
♡

岩
田
英
輝

竿
も
っ
て
、
毎
日
向
か
っ
た
防
波
堤
、

感
謝
の
気
持
ち
で
向
か
う
社
会
。

撰　
和
也

両
親
に
育
て
て
も
ら
っ
た
18
年
間
、

次
男
の
俺
が
旅
立
ち
ま
す
。
い
つ
か

き
っ
と
恩
返
し
。
大
物
に
な
る
。

岡
本
朋
宏

家
族
・
友
達
、
そ
し
て
喜
界
島
と
離

れ
る
の
は
辛
い
け
ど
･
･
･　

そ
れ

が
夢
へ
の
第
一
歩
！

菊
地　
直

喜
び
の
島
の
喜
界
島
十
八
年
間
育
て

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

隈
元
拓
也

親
の
愛
、
島
の
愛　

そ
の
力
で
逆
境

を
乗
り
越
え
る　

恩
返
し
は
一
人
前

に
な
っ
た
ら
・
・
・

郡
山　
涼

M
Y
S
E
L
F　

花
咲
か
せ
る
ぜ
新

生
活　

原
動
力
は
島
で
の
思
い
出

榮　
拳
吾

島
を
出
て　

改
め
て
思
う
両
親
の
あ

り
が
た
さ　

い
つ
か
実
現
さ
せ
て
や

る　

親
孝
行

鮫
島　
諒

両
親
・
友
達
・
喜
界
島　

全
て
に
感

謝
し
て　

向
か
う
夢
へ
の
第
一
歩

西
澤
慶
朗

18
年
間　

育
て
て
く
れ
た
す
べ
て
の

人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に　

今
、
旅
立
つ

向
田
陽
平

両
親
へ
18
年
間
あ
り
が
と
う
。

自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

そ
し
て
必
ず
恩
返
し
し
ま
す
。

山
口
兼
司

お
父
、
お
母
、
実
際
離
れ
る
の
寂
し

い
け
ど
、
い
つ
か
立
派
に
な
っ
て
帰
る

か
ら
、
待
っ
と
っ
て
よ
☆

大
塚
穂
乃
香

喜
界
島
♡
仲
間
と
出
会
わ
せ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。

F
o
r
e
v
e
r
よ
っ
☆ 

両
親
泣
か

ん
で
ね
♡
♡

栄　
玲
奈

島
の
心
♡
喜
界
に
生
ま
れ
て
知
り
ま

し
た
。
島
を
離
れ
て
も
こ
の
心
を
わ

す
れ
ま
せ
ん
。
L
O
V
E
喜
界

作
田
夏
実

た
く
さ
ん
の
苦
労
か
け
て
こ
こ
ま
で

成
長
で
き
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
あ
な

た
は
、
世
界
一
の
お
母
さ
ん
で
す
！
♡

白
川
里
穂

あ
り
が
と
う
。
み
ん
な
に
た
く
さ
ん

感
謝
し
て
ま
す
。
大
好
き
よ
ー

♡
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
♡

登
友
未
子

両
親
や
島
と
の
別
れ
辛
い
け
ど

島
人
魂
忘
れ
ず
に
我
が
道
を
突
き
進

む
☆

前
島
広
代

た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
た
十
八

年
間　

感
謝
の
気
も
ち
を
忘
れ
ず
に

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す

前
底
瑞
希

進
学
先　

み
ん
な
と
一
緒
が　

良

か
っ
た
な
♡
そ
し
て
お
と
ん
♡
お
か

ん
愛
情
た
く
さ
ん
あ
り
が
と
う
♡

夢と希望に燃える !!
喜界高校を巣立つ
若者たちのメッセージ

今年度卒業生は 62 人



★

喜界島 小野津

上
うえそのだ

園田 徳
とくいち

市

�

『フリムン徳さん日本講演ツアー』
　大声を張り上げながら、何ヶ月も猛稽古したスピ

ーチの日本公演は大成功でした。東京での第1回目の

スピーチは上がってしもうて、膝はがくがく、喉は

乾くやら、それは大変でした。何しろ元酔っ払いの

大工さんの生まれて初めてのスピーチですから。で

も2回目からは成功した。ついに昔の叩き売り時代の

徳さんが蘇ってきました。会場の中にベッピンさん

がいないかと探す余裕さえも出てきました。

　そして夢みたいなことも起きました。この厚ぼっ

たい徳さんが、あの薄っぺらい新聞に載りましたん

や。日本経済新聞、南日本新聞、南海日日新聞にで

す。「波乱万丈の人生、故郷に錦、人に好かれる大

事さ訴え、エッセイスト”徳さん”喜界島で講演」

「喜界島出身のエッセイスト、フリムン徳さん、

23年ぶり帰国、各地で歓迎フィーバー」の見出し

です。難儀やのう。酔っ払いの大工としか思ってな

いフリムンの私が、とうとうエッセイストにさせら

れてしもうた。エッセイストの意味もまだよう分か

らんのに。もう一人の別な徳さんがおるようです。

私のエッセイを連載してくれているロスの月刊誌の

社長はんは「もう今日からエッセイストの徳さんと

呼ぶ」と冷やかしよる。難儀なことになってしもう

た。しかしこれだけ騒がれても彼女の一人も出来ま

へん、私の男前はアカンのやろうか、難儀な世の中

です。

　アメリカの山の中の砂漠と呼ばれるブラッドレー

に住んでいる私には、東京、大阪はホンマニ難儀な

ところでした、忙しすぎるところでした。何でそん

なに急ぎまんねやろうか。分刻みでプラットホーム

に出入りする電車。歩くことを忘れて、小走りで急

ぐ駅の無数の無機質な人間達。目に見えない何かを

奪い合っているように急いでいる。どうして時間を

奪い合いあうのやろうか。奪い合うのはベッピンさ

んだけでいいのに。

　23年ぶりに東京、大阪の通勤電車に乗った途端

に、私の目は忙しくなりました。空席を見つけて一

目散に突進し、座った途端に、怖い顔、暗い顔、眠

たい顔、なるべく人と顔を合わせたくないような、

そんなつまらん顔になる。そして隣人に迷惑をかけ

まいと手品師みたいに新聞を小さく畳んで読むか、

携帯とにらめっこする。またある人は寝た振りす

る。皆さん役者みたいに演技がうまい。アメリカ人

はそんなことは出来まへん。フリムンの私の考えで

は“他人にかかわりたくない”そんなふうに感じ、

正直いって日本の電車に乗るのが怖くなりました。

　それから、日本には電車に女性専用車両まであり

ます。「時間帯が違うから乗ってもいい」と弟の道

雄が言うので二人で吊り輪につかまっていると、若

い女性が親しそうに声をかけてきました。このフリ

ムンはてっきり「俺を有名人」と思ってのことかと

ええ気持ちでいたら、なんと「ここは女性専用です

から降りてください」と来よった。あんな親しそう

なおなごはんの口から爆弾発言が出よった。日本に

はこのフリムンみたいな助平が多いのか。難儀な国

やのう。

　日本は怖いところや、男ばかりやない、女まで怖

い。もう昔の日本ではありません。皆さん忙しすぎ

る、まじめに生きすぎる、ストレスが溜まり過ぎて

いる。だから講演では、少しでも皆さんのストレス

解消になればと、あえて赤い鉢巻をし、たすきをか

け、焼酎を飲みながらスピーチをしました。堪忍し

てくだされ。

　皆さん、明日はがんでバイバイかも知れまへん、

来月は交通事故でさよならかも分かりまへん。短い

人生、急がずのんびりと、たまにはフリムンになっ

て、後先を考えないで、好きなことを思い切ってや

って、笑って楽しい、ユーモアのある人生をお過ご

しください。

　わが道を行くのです。フリムンになるのです。

アメリカ便り

「広報きかい」版 
フリムン徳さんの

Ｖｏｌ.１２（最終回）

★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★

　

約
一
年
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
、

笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
、
そ
し
て
何
か
を

考
え
さ
れ
ら
れ
る
徳
さ
ん
の
「
フ
リ

ム
ン
節
」
も
、
ひ
と
ま
ず
終
了
。
締

め
は
数
年
前
に
帰
国
し
て
講
演
（
公

演
？
）
し
た
際
の
エ
ッ
セ
ー
で
す
。

　

一
万
円
札
に
な
っ
た
福
沢
諭
吉
は
、

身
分
制
度
か
ら
解
放
さ
れ
た
ば
か
り

の
貧
し
い
日
本
人
に
「
学
問
の
す
す

め
」
と
い
う
本
を
書
き
ま
し
た
。
元

酔
っ
払
い
の
大
工
で
あ
る
徳
さ
ん
は
、

豊
か
に
な
っ
た
反
面
、
心
に
余
裕
を

失
っ
た
我
々
に「
フ
リ
ム
ン
の
す
す
め
」

と
い
う
エ
ッ
セ
ー
を
、
こ
れ
か
ら
も
書

き
続
け
る
の
で
す
。

�
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話 題シ マ の

師
匠
で
あ
る
境
川
親
方
（
元
小
結
両
国
）
に

最
後
の
ハ
サ
ミ
を
入
れ
て
も
ら
う
薩
喜
海

文化財を守ることの大切さを訴える中島氏

ただひたむきに全うした11年の相撲道に幕

新たなる“土俵”へ　薩喜海が断髪式

　

中
島
氏
は
ま
ず
、
城
久
遺
跡
群

を
「
お
宝
」
と
形
容
。
そ
の
理
由

と
し
て
「
宝
物
は
希
少
性
が
あ
り

人
を
引
き
つ
け
る
。
事
実
、
城
久

は
国
内
外
の
学
者
を
引
き
つ
け
て

い
る
」
と
指
摘
し
、「
時
空
を
超
え

た
お
宝
で
あ
り
、
地
元
住
民
が
守

り
伝
え
て
い
け
ば
重
要
な
財
産
と

な
る
」
と
話
し
た
。

  

城
久
遺
跡
群
に
つ
い
て
は
、「
遺
跡

の
評
価
」
と
「
こ
れ
か
ら
の
文
化
財
」

の
２
面
か
ら
説
明
し
た
。

「
遺
跡
の
評
価
」
と
し
て

　

出
土
す
る
陶
磁
器
な
ど
か
ら
太

宰
府
の
出
先
機
関
と
い
わ
れ
る
が
、

現
時
点
で
は
（
消
極
的
に
）
保
留

し
た
い
。
理
由
は
、
遣
唐
使
や
博

多
商
人
の
寄
港
地
で
あ
っ
た
可
能

性
も
あ
る
た
め
。
奄
美
大
島
や
喜

界
島
の
他
集
落
か
ら
出
土
す
る
兼

久
式
土
器
で
は
な
く
、
太
宰
府
と

同
じ
洗
練
さ
れ
た
陶
磁
器
が
出
土

し
て
お
り
、
位
の
高
い
人
達
が
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

ま
た
、
平
安
後
期
の
平
清
盛
の

頃
の
陶
磁
器
が
多
い
よ
う
だ
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
建
物
の
遺
構

の
規
模
。
ど
の
九
州
本
土
の
遺
構

よ
り
広
く
、
太
宰
府
並
み
の
広
さ

で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
陸

や
南
西
諸
島
へ
の
起
点
と
な
る
グ

ス
ク
社
会
の
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

「
こ
れ
か
ら
の
文
化
財
」

　

国
内
で
は
博
多
、
太
宰
府
、
そ

し
て
小
野
津
八
幡
神
社
の
三
か
所

に
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
中
国

産
の
水
注
（
水
差
し
）
で
も
注
目

さ
れ
る
『
五
つ
ガ
メ
』
を
先
人
た

ち
が
守
っ
て
き
た
よ
う
に
、
文
化
財

は
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
守
っ
て
き

た
人
々
の
想
い
を
含
め
て
記
録
す

べ
き
。

　

文
化
財
が
親
し
ま
れ
、
畏
怖
さ

れ
、
そ
し
て
か
け
が
え
の
な
い
遺
産

と
な
る
に
は
、

・ 

文
化
財
を
一
部
の
人
だ
け
の
も　

の
に
し
な
い
（
情
報
共
有
）

・
み
ん
な
の
想
い
を
伝
え
る

・
変
え
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る

 
（
正
式
な
調
査
・
分
析
）

・
変
え
な
い
こ
と
も
大
事

  

（
受
け
継
が
れ
た
も
の
を
尊
重
）

・
色
々
な
立
場
で
議
論
す
る

 

（
そ
の
記
録
も
文
化
財
）

　

最
後
に
中
島
氏
は
「
町
民
一
人

ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
で
城

久
遺
跡
群
を
を
大
切
に
守
っ
て
い

け
ば
、
さ
ら
に
光
り
輝
い
て
く
る
」

と
訴
え
た
。

　
「
奄
美
は
喜
界
島
の
快
男

児
、
同
期
は
横
綱
朝
青
龍
」。

　

本
町
小
野
津
の
出
身
力
士
、

薩
喜
海
澄
太
郎
（
橋
本
隆
雄
・

29
）
の
断
髪
式
が
２
月
13
日
、

境
川
部
屋
（
東
京
都
足
立
区
）

近
く
の
舎
人
氷
川
神
社
で
あ

り
、
平
成
11
年
初
場
所
以
来

11
年
の
土
俵
人
生
は
千
秋
楽

を
迎
え
た
。

　

雪
が
ち
ら
つ
き
、
薩
喜
海

と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
が
は
た

め
く
中
、
奄
美
出
身
力
士
な

ど
、
ゆ
か
り
の
あ
る
他
の
相

撲
部
屋
の
力
士
も
多
数
参
加

し
、
引
退
を
惜
し
ん
だ
。

　

最
初
で
最
後
と
な
っ
た
大

銀
杏
に
全
国
か
ら
参
加
し
た

１
８
０
人
以
上
が
ハ
サ
ミ
を

入
れ
、
島
か
ら
か
け
つ
け
た

両
親
の
番
に
な
る
と
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
表
情
が
一
転
、
感

極
ま
っ
て
涙
を
ぬ
ぐ
っ
た
。

　

地
方
巡
業
で
の
相
撲
甚
句

も
人
気
だ
っ
た
薩
喜
海
さ
ん
。

相
撲
人
生
の
最
後
に
響
い
た

冒
頭
の
相
撲

甚
句
は
、
万
感

胸
に
迫
る
思

い
で
聞
い
た
に

違
い
な
い
。

　

晴
れ
て
関

取
と
な
る
十

両
昇
進
目
前

の
東
幕
下
17

枚
目
ま
で
上

り
つ
め
た
が
、
昨
年
五
月
場

所
前
に
首
を
痛
め
た
こ
と
が

引
退
の
引
き
金
と
な
っ
た
。

　

薩
喜
海
さ
ん
は
「
思
い
切

り
頭
か
ら
当
た
れ
な
く
な
っ

た
ら
辞
め
よ
う
と
決
め
て
い

た
。
相
撲
を
通
し
て
い
ろ
ん

な
人
と
触
れ
合
い
、
つ
ら
い

と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
。
長

い
間
、
応
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。」
と
感
謝
し
た
。

　

ひ
た
む
き
に
相
撲
道
を

ま
っ
と
う
し
悔
い
は
な
い
。

関
取
へ
の
想
い
は
実
弟
の
喜

ノ
国
さ
ん
に
託
し
た
。
自
身

に
は
、
ち
ゃ
ん
こ
ス
ー
プ
を

ア
レ
ン
ジ
し
た
ラ
ー
メ
ン
店

「
ど
す
こ
い
ら
ぁ
め
ん
」（
さ

い
た
ま
市
・
東
武
野
田
線
七

里
駅
そ
ば
）
の
店
長
と
い
う
、

新
た
な
土
俵
が
待
っ
て
い
る

の
だ
。

　

薩
喜
海
改
め
橋
本
さ
ん
の

第
二
の
人
生
で
の
関
取
昇
進

を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

（
高
橋
伸
弥
）

千
年
ロ
マ
ン
〜
城
久
遺
跡
群
は
太
宰
府
の
出
先
機
関
か
〜

「
町
民
遺
産
へ
の
道
〜
城
久
遺
跡
群
の
歴
史
的
位
置
と
今
」

太
宰
府
市
教
委
、
中
島
恒
次
郎
氏
が
講
演

　

町
教
委
生
涯
学
習
課
は
２
月
10
日
、「
町
民
遺
産
へ
の
道
〜
城
久
遺
跡
群

の
歴
史
的
位
置
と
今
」
と
題
し
て
太
宰
府
市
教
育
委
員
会
で
太
宰
府
政
庁

跡
な
ど
の
調
査
に
長
く
携
わ
っ
た
中
島
恒
次
郎
氏
を
招
き
、
中
央
公
民
館

で
講
演
会
を
し
た
。
発
見
以
来
、
国
内
外
の
考
古
・
歴
史
学
研
究
者
の
耳
目

を
集
め
て
い
る
城
久
遺
跡
群
。
陶
磁
器
な
ど
出
土
品
の
多
く
は
、
７
世
紀

後
半
か
ら
12
世
紀
頃
ま
で
時
の
政
権
が
九
州
管
内
を
治
め
る
際
の
行
政
機

関
で
あ
っ
た
「
太
宰
府
」
か
ら
の
出
土
品
と
酷
似
す
る
。
中
島
氏
は
城
久
遺

跡
群
の
歴
史
的
位
置
と
文
化
財
を
守
り
続
け
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
訴

え
た
。



第一中学校野球部は毎年参加しており、この日も部活動終
了後に、監督・コーチを含めユニフォーム姿で参加。大会
を大いに盛り上げていただきました。

衣装や小道具に思考を凝らした島ゆみたの
舞台発表

立ち見も出るほど、多くの方々に御来場い
ただきました。

�

第
３
回
み
か
ん
種
飛
ば
し
競
争
大
会

　

２
月
７
日
に
喜
界
町
中
央
公
民
館

旧
館
ホ
ー
ル
で
、
在
来
種
み
か
ん
を

よ
く
知
ろ
う
と
い
う
目
的
で
標
記
大

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
自
主
事
業
で
、
こ
の

時
期
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
お
り
、

小
学
生
・
中
学
生
が
記
録
更
新
を
目

指
し
、
珍
プ
レ
ー
・
好
プ
レ
ー
を
見

せ
ま
し
た
。

45
名
が
参
加
!

在
来
種
み
か
ん

の
説
明
や
ジ
ャ

ム
・
ジ
ュ
ー
ス

の
試
食
も
!

　

ま
た
、
役
場
産
業
振
興
課
職
員
に

よ
る
在
来
種
み
か
ん
に
つ
い
て
の
説

明
や
ジ
ャ
ム
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
加

工
品
の
試
食
も
あ
り
、
陳
列
さ
れ
た

多
く
の
関
連
品
は
も
の
の
数
分
で
完

食
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
小
学
生
の
部
は
金
子
恭

士
君
（
記
録
７
ｍ
17
㎝
）
が
、
中
学

生
の
部
は
大
山
亮
君
（
記
録
12
ｍ
81

㎝
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

第
３
回
島
唄
大
会

第
２
回
島
ゆ
み
た
大
会

　

先
人
が
日
常
生
活
の
中
で
語
ら
い
、

唄
い
伝
え
て
き
た
島
の
文
化
を
後
世

に
残
そ
う
と
、
２
月
14
日
に
喜
界
町

思
考
を
凝
ら
し
た
発
表
で

会
場
を
沸
か
す
!

中
央
公
民
館
旧
館
ホ
ー
ル
で
標
記
大

会
を
前
半
・
後
半
に
分
け
、
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
島
唄
・
島
ゆ
み
た
の
舞

台
発
表
の
ほ
か
、
生
涯
学
習
課
長
に

よ
る
昔
の
ヤ
ー
・
ヤ
シ
チ
（
家
・
屋
敷
）

の
紹
介
や
川
畑
さ
お
り
さ
ん
、
安
田

博
樹
さ
ん
、
上
田
昂
の
さ
ん
の
３
名

の
ゲ
ス
ト
に
よ
る
特
別
出
演
で
会
場

は
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。

【
審
査
結
果
】

■
島
唄
大
会

○ 

大
会
出
場
未
経
験
者　
　
　
　
　

（
小
学
生
低
学
年
の
部
）

　

最
優
秀
賞　

辰
己　

義
也
さ
ん

（
伊
実
久
ば
し
ゃ
山
節
）

○ 

大
会
出
場
未
経
験
者　
　
　
　
　

（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

最
優
秀
賞　

徳　

姫
佳
さ
ん

（
長
雲
節
）

○ 

大
会
出
場
未
経
験
者　
　
　
　
　

（
中
学
生
の
部
）

　

最
優
秀
賞　

大
喜　

杏
奈
さ
ん

（
す
ら
よ
い
節
）

○ 

大
会
出
場
経
験
者　
　
　
　
　
　

（
少
年
の
部
）

　

最
優
秀
賞　

界　

眞
子
さ
ん

（
塩
道
長
浜
節
）

■
島
ゆ
み
た
大
会

○ 

小
学
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

阿
伝
小
学
校

　

 「
学
校
ぬ　

く
と
ぅ　

と
ぅ　

ど
ぅ
ー
ぬ　

く
と
ぅ
」

○ 

中
学
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

第
二
中
学
校

　
「
第
二
中
学
校
の
紹
介
」

第
二
回
喜
界
町
学
力
向
上
対
策
会
議

　

２
月
８
日
（
月
）
に
役
場
多
目
的

室
で
、
平
成
21
年
度
第
２
回
喜
界
町

学
力
向
上
対
策
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
熊
本
大
学
教
育
学

部
数
学
科
教
育
の
佐
々
祐
之
准
教
授

を
講
師
に
迎
え
、
講
演
会
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
小
・
中
学
生
の

保
護
者
や
学
校
評
議
員
、
教
職
員
等

1
6
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、晴
永
清
道
教
育
長
が
「
世

学
力
向
上
を
考
え
る

家
庭
の
学
習
環
境
を
大
切
に

界
同
時
不
況
に
伴
い
、
日
本
各
地
で

リ
ス
ト
ラ
の
嵐
が
吹
い
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
と
き
、「
資
格
」
を
持
っ
て

い
る
と
不
況
の
中
で
も
仕
事
を
探
す

こ
と
は
そ
う
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

そ
の
「
資
格
」
を
取
得
す
る
た
め
に

は
、
学
力
が
必
要
で
あ
る
。
全
て
の

保
護
者
・
教
師
が
こ
れ
か
ら
の
厳
し

い
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
「
学

力
」
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
強

く
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」
と
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
佐
々
准
教
授
の
講
演
は
、

「
家
庭
で
楽
し
む
算
数
・
数
学
〜
学
習

環
境
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
〜
」
と

い
う
演
題
で
し
た
。

　

講
演
で
は
、
算
数
・
数
学
の
学
力

向
上
・
定
着
の
た
め
に
、
家
庭
で
す

べ
き
こ
と
は
、
家
族
み
ん
な
で
一
緒

に
楽
し
む
こ
と
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
際
、
子
ど
も
の
発
見
に

耳
を
傾
け
、「
す
ご
い
ね
。
よ
く
見
付

け
た
ね
。」「
ど
ん
な
パ
タ
ー
ン
に
な
っ

て
い
る
の
？
」「
○
○
の
パ
タ
ー
ン
と

よ
く
似
て
い
る
ね
。」
の
言
葉
か
け
を

す
る
大
切
さ
も
訴
え
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
は
、体
験
と
し
て
、「
不

思
議
な
線
引
き
正
方
形
」
や
「
魔
法

の
数
」
も
実
際
に
解
い
て
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
保
護
者
は
、「
家
族
で

楽
し
み
な
が
ら
、
学
習
す
る
大
切
さ

を
学
ん
だ
。
早
速
、
魔
法
の
数
を
子

ど
も
に
さ
せ
て
み
た
い
。」
と
話
し
ま

し
た
。
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完成間近の湾前金久住宅

新築町営住宅の募集について
（湾前金久住宅）

　現在、湾集落内発電所そばに町営住宅を建設中であ

りますが、３月末をもって完成致します。この町営住

宅は、建替対象等の公営住宅に入居されている方が優

先的に移転入居する予定ですので、現時点で残ってい

る４戸（２ＤＫ）を一般抽選と致します。

　なお、応募資格等については下記のとおりです。

【応募資格】

　入居申込のときに次の各号のいずれにも該当する人に限ります。（※単身入居可）

　（１）  法令に基づく収入が 158,000 円（高齢者や身体障がい者世帯などは 214,000 円）以下であること。

　（２）  現に住宅に困窮していることが明らかな者（応募世帯人員の全員が持ち家を所有していないこと）。

　（３） 町税等の滞納がないこと。

【募集予定戸数】

　４戸

【住戸タイプ】

　２DK

【入居開始予定日】

　平成２２年４月１日〜

【申込用紙配布時期】

　平成 22 年 3 月 15 日（月）〜平成 22 年 3 月 19 日（金）

【参考】

間取り 住戸面積 家賃 ※ 1

2DK 62.8㎡ (19 坪 ) 23,000 円〜

※１家賃は収入によって変動します。

※２間取りは部屋によっては変更になる場合があります。



暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

10

　子育て支援パスポートの有効期限が平成 22 年３月 31 日から平成 27 年３月 31 日へと変わりましたので、保健福祉
課の窓口でステッカーをお受け取りください。
　満 18 歳までのお子様、妊娠中の方がいる世帯で、まだ、子育て支援パスポートをお持ちでない方は、申請が必要です。

※ 18 歳の誕生日後は、速やかに保健福祉課窓口でカードをご返却ください。

お問い合せ　保健福祉課　６５−１１１１（内線３７）

必ずチェック 最低賃金！

● 最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどすべての労働者に適用され、使用者は労働者に対し、最低賃金額以上の賃金を支払わなけ
ればなりません。

● 特定最低賃金（産業別最低賃金）は、県内の特定の産業の労働者と使用者に適用されます。地域別と産業別の両方の最低賃金が同時に
適用される場合には、高い方の最低賃金額以上の賃金を支払わなければなりません。

● 最低賃金には、次の賃金は算入されません。
　①臨時に支払われる賃金（結婚手当など）　　 ②一月を超える期間ごとに支払われる賃金 ( 賞与など）
　③時間外・休日・深夜労働に対する割増賃金　④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

鹿児島県最低賃金

時間額 効力発生日 適  用  範  囲

630 円 平成 21 年
10 月 14 日

　鹿児島県下のすべての労働者に適用され
ます。
　ただし、下表記載の産業に該当する場合
は、各産業別最低賃金が適用されます。

産   業   名 時間額 効力発生日 適  用  範  囲

百貨店、総合スーパー 668 円 平成 22 年
１月３日

「百貨店，総合スーパー」とは、衣食住にわ
たる各種の商品を小売りする事業所で、そ
の事業所の性格上いずれが主たる販売商品
であるかが判別できない事業所であって、
従業者が常時５０人以上のもの。

次に掲げる者を除く（ただし、鹿児島県最
低賃金は適用されます）。
①　１８歳未満又は６５歳以上の者
②　 雇入れ後６月未満の者であって、技能

習得中のもの
③　 清掃又は片付けの業務に主として従事

する者

≪鹿児島県の最低賃金≫
地域別最低賃金

使用者も
労働者も

特定最低賃金（産業別最低賃金）

≪最低賃金に関するお問い合わせ先≫
名瀬労働基準監督署　☎ 0997-52-0574
鹿児島労働局・労働基準監督署　http://www.kagoshima.plb.go.jp　最低賃金テレフォンサービス☎ 099-223-8881
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○ 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す

お
済
み
で
す
か
？
確
定
申
告

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
画
面
案

内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、

確
定
申
告
書
等
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（h
ttp

://w
w

w
.n

ta.g
o

.jp
）

　

税
務
署
の
申
告
相
談
会
場
に
出
向
か
な
く
て

も
作
成
し
た
確
定
申
告
書
等
は
印
刷
し
て
税
務

署
へ
郵
送
等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
電
子
申
告
用
デ
ー
タ
を
作
成
す
れ
ば
、

電
子
申
告
（
e

ー

T
a
x
）
に
よ
り
申
告
等
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
贈
与
税
を
除
く
。）。

　

な
お
、
e

ー

T
a
x
を
利
用
し
て
所
得
税
の

確
定
申
告
を
さ
れ
る
と
、

① 　
本
人
の
電
子
署
名
及
び
電
子
証
明
書
を
付

け
て
申
告
期
限
ま
で
に
申
告
さ
れ
た
方
は
、

所
得
税
の
額
か
ら
五
千
円
（
そ
の
年
分
の
所

得
税
を
限
度
と
し
ま
す
。）
を
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
こ
の
控
除
の
適
用
は
、
平
成

十
九
年
分
か
ら
平
成
二
十
二
年
分
の
間
で
い

ず
れ
か
一
回
で
す
。）。

② 　
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
等
の
提

出
又
は
提
示
に
代
え
て
、
そ
の
記
載
内
容
を

入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
申

告
期
限
か
ら
三
年
間
は
、
税
務
署
長
の
要
求

に
対
し
提
出
又
は
提
示
義
務
が
あ
り
ま
す
。）。

③ 　
電
子
申
告
を
利
用
し
て
申
告
さ
れ
た
還
付

申
告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
（
お
お
む
ね

三
週
間
程
度
）。

④ 　
e

ー

T
a
x
で
納
税
証
明
書
の
交
付
請
求

を
行
う
と
手
数
料
が
安
価
で
す
（
証
明
書
は

電
子
フ
ァ
イ
ル
の
発
行
の
ほ
か
、
書
面
で
の

発
行
も
請
求
で
き
ま
す
）。

　

詳
細
は
e

ー

T
a
x
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.e-tax.nta.go.jp

）

○
期
限
内
納
付
と
振
替
期
日

　

平
成
二
十
一
年
分
確
定
申
告
分
の
納
付
期
限

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
申
告
所
得
税
の
納
付
期
限

平
成
二
十
二
年
三
月
十
五
日
（
月
）

● 

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

の
納
付
期
限

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
（
水
）

　

納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行
（
日
本
銀
行
歳
入

代
理
店
）
な
ど
の
金
融
機
関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、

税
務
署
の
窓
口
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
所
得
税
と
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
納
税
は
、
金
融
機
関

の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替
え
る
「
振

替
納
税
」
が
大
変
便
利
で
す
。

　

ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

振
替
納
税
の
振
替
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
申
告
所
得
税
の
振
替
日

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
二
日
（
木
）

● 

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

の
振
替
日

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
七
日
（
火
）

　

な
お
、
納
付
期
限
に
遅
れ
た
場
合
又
は
口
座

振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
納
付
期
限
の

翌
日
か
ら
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

納
税
や
「
振
替
納
税
」
の
こ
と
で
お
分
か
り

に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り

の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

大
島
税
務
署

☎
52

－

４
３
２
１　

※
自
動
音
声
案
内



さすがにヤギも食べない

番
外
編

1�

シ
マ
立
て
（
集
落
の
成
り
立
ち
）
に
つ
い
て

言
い
伝
え
な
ど
に
つ
い
て

ワ
リ
シ
ー
（
割
瀬
）

　

割
れ
た
岩
が
あ
る
た
め
こ
の
名
が

付
い
た
。
以
前
か
ら
良
好
な
追
い
込

み
漁
の
漁
場
で
あ
り
、赤
ウ
ル
メ
（
タ

カ
サ
ゴ
・
グ
ル
ク
ン
）
や
ト
カ
チ
ン

（
イ
ソ
マ
グ
ロ
）
が
よ
く
獲
れ
る
。
イ

カ
も
よ
く
釣
れ
、
午
後
３
時
に
は
農

作
業
を
切
り
上
げ
て
場
所
取
り
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
人
気
ポ

イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

ワ
リ
シ
ー
に
は
集
落
民
に
親
し
ま

れ
た
唄
も
あ
り
、「
マ
サ
カ
リ
か
つ
い

で
金
太
郎
〜
」
で
有
名
な
童
謡
『
金

太
郎
』
の
調
に
乗
せ
て
、

　

ワ
リ
シ
ー
の
沖
な
ん
て
藤ふ
じ
た
か高

が

　

童
わ
ら
び

ん
ち
ゃ
連
り
と
て

　

魚ゆ

釣
り
ぬ
稽
古

　

あ
ま
行
き
ば
食
わ
ん
か

　

ふ
ま
行
き
ば
食
わ
ん
か

と
の
替
え
歌
で
歌
わ
れ
た
。

シ
ュ
ラ
ハ
マ
・
フ
ッ
ク
ー

　

良
質
な
塩
田
で
あ
っ
た
。

　

周
知
の
と
お
り
先
山
集
落
は
「
大
字
浦
原
字
先
山
」
で
あ
る
。
浦
原
集
落
は

戦
前
ま
で
、
上
島
（
ウ
ィ
ン
シ
マ
、
浦
原
）
と
下
島
（
サ
ン
シ
マ
、
先
山
）
に

分
か
れ
、
併
せ
て
浦
原
と
呼
ん
で
い
た
。
先
山
は
戦
後
に
単
独
で
の
行
政
区
と

な
っ
た
。

　

浦
原
の
保
食
神
社
そ
ば
に
は
湧
水
量
の
豊
富
な
泉
が
２
つ
あ
り
、
稲
作
が
盛

ん
で
あ
っ
た
。
人
口
が
増
え
る
に
つ
れ
、
一
部
は
川
嶺
台
地
へ
田
畑
を
求
め
て

川
嶺
集
落
と
合
流
し
た
（
浦
原
と
川
嶺
の
言
葉
が
似
る
の
は
こ
の
た
め
）。
ま

た
一
部
は
、
上
嘉
鉄
方
面
へ
居
と
田
畑
を
移
し
、
サ
ン
シ
マ
を
形
成
し
た
。

　

稲
作
集
落
で
あ
っ
た
た
め
、
明
治
中
期
に
沖
縄
の
網
主
が
渡
来
す
る
ま
で
漁

業
は
あ
ま
り
盛
ん
で
な
か
っ
た
が
、
製
塩
は
盛
ん
で
あ
り
、
他
集
落
と
の
物
々

交
換
に
大
い
に
役
立
っ
た
と
い
う
。　
　
（
竹
内
譲
著「
喜
界
島
の
民
俗
」よ
り
）

　

ご
存
知
の
各
集
落
の
入
り
江
や

潮
だ
ま
り
に
関
す
る
言
い
伝
え
や

行
事
な
ど
が
あ
れ
ば
、
企
画
課
・

植
村
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

☎
65
─
１
１
１
１
（
内
線
23
）

連 

載        

第   

７  

回

～
先
山
編
～

①フナキ

イ
ッ
シ
ョ
ウ
フ
ム
リ

　

六
畳
ほ
ど
の
フ
ム
リ
ン
カ
ー
（
小

さ
な
潮
だ
ま
り
）
だ
が
、
ミ
ッ
チ
ャ

ル
ー
（
※
別
掲
参
照
）
を
使
え
ば
ク

ン
ジ
ュ
（
オ
キ
ナ
メ
ジ
ナ
）
な
ど
の

幼
魚
や
ム
ッ
ト
ゥ
ビ
ー
（
ト
ビ
ハ
ゼ
）

が
、
一
升
ほ
ど
も
獲
れ
た
と
い
う
。

ボ
ー
ダ
ー

　

サ
ン
シ
マ
ド
マ
リ
の
入
り
口
周
辺

を
差
す
が
、
ボ
ー
ダ
ー
中
央
部
に
は

浅
瀬
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
で
「
浅

瀬
よ
り
向
こ
う
に
は
行
か
な
い
」
と

の
取
り
決
め
を
し
て
い
た
と
い
う
。

②ボーダー

③ハンガー

④イッショウフムリ

⑤ナーニョー

⑥シラフムリ

⑦ワリシー（割瀬）

⑧ヒッサ

⑨ハナムリ

⑩ユーニョー

⑪ウットゥムリ

⑫シンニウムリ

⑮カーリ

←上嘉鉄

浦原

ヨーロッパ原産でサクラソウ
科ルリハコべ属の一年草。

ハコベが属するナデシコ科とは
違うが、葉が似るためこの名が
付いた。直径５ミリ程の可憐な
瑠璃色（サファイア ･ブルー）
の花を咲かせる。
　胆石、肝臓病の民間薬として
も知られるが、小魚にとっては
麻酔薬となる。葉や茎をすりつ
ぶし、フムリに入れると小魚が
酔って浮いてくる。その魚を新
鮮な海水に戻すと元気に泳ぎだ

すので、致命的な毒薬ではない
ようである。
　シマユミタではミッチャルー。
「ミッチャルサ＝まぶしい、まば
ゆい」が語源と思われることか
ら、目に入ると瞳孔を開く作用
があるのかもしれない。
　一年で最も干満の差がある旧
暦三月三日には「魚介類を食べ
ないと耳が聞こえなくなる」と
いわれており、当日にはミッチャ
ルーを手にした家族連れで海が
にぎわったという。

　ルリハコベ（瑠璃繁縷）

ウ
ィ
ン
シ
マ
ト
マ
リ

サンシマトマリ

先山

⑭シュラハマ
⑬フックー
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喜界町の推計人口

社
協
だ
よ
り

こ
ん
げ
つ
の
わ
ん
こ

今月の

西
野
ジ
ャ
ム
く
ん

ト
イ
プ
ー
ド
ル

白
水

10
ヵ
月

税
で
創
る
、
あ
か
る
い
未
来

３
月
末
は

国
民
健
康
保
険
税
６
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
６
期
分

介
護
保
険
料　
６
期
分

の
納
期
限
で
す
。

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

氏　
　
　

名

豊
田　

靜
江

志
立　

桃
夏

津
村
ヒ
サ
ノ

清
水　

照
男

大
山　

哲
夫

横
山　

國
蔵

福
澤　

タ
ネ

篤　
　

エ
イ

星
本
イ
サ
子

富
村　

正
司

中
田　

カ
メ

原
田　
　

稔

年
齢

96
才

0
才

81
才

86
才

85
才

93
才

95
才

99
才

85
才

86
才

93
才

81
才

住

所

大
朝
戸

赤

連

小
野
津

赤

連
湾

中

里

地

治

城

久

浦

原

上
嘉
鉄

浦

原

上
嘉
鉄

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

氏　
　
　

名

前
田　

絢あ
や
ね音

三
島　

好こ
う
せ
い誠

美
島　

ら
ん

濵
川　

輝こ
う
こ心

保
護
者

尚

幸

忠

資

正

人

秀

司

住

所

赤

連

小
野
津

佐
手
久

志
戸
桶

住

所

志
戸
桶

兵
庫
県
加
古
川
市

氏　
　
　

名

操　
　

博
司

長
谷
川
直
美

（平成 22 年３月１日現在）

世 帯 数   ・・・・・ 3,729 戸 （ △ ３ ）

人 口   ・・・・・ 8,138 人 （ △ ３ ）

男   ・・・・・ 3,917 人 （ 　 ２ ）

女   ・・・・・ 4,221 人 （ △ ５ ）

（　）は前月比

〈
萌　

葉　

会
〉

夕
映
え
に
日
食
雲
の
切
れ
目
よ
り

漏
れ
出
づ
入い
り
び
か
げ

日
光
の
清さ
や
け
き

	

豊
島　
　

瞳

初
め
て
の
短
歌
作
り
に
指
曲
げ
つ

三み
そ
ひ
と
十
一
文
字
に
心
を
告
げ
る平

島　

初
子

待
ち
か
ね
て
咲
き
し
桜
の
枝
の
端は

に

遊
ぶ
う
ぐ
い
す
春
の
音お
と
づ
れ連
れ徳　

　

成
寿

〈
ミ
ー
ニ
シ
会
〉

寒
に
入
り
ひ
と
し
お
暗
き
夕
べ
に
も

娘こ

の
手
作
り
の
グ
ラ
タ
ン
温
し

嶺
倉　

祝
子

寒
が
来
て
凍
え
い
る
身
に
雲
間
よ
り

陽
が
出
で
芋
田
打
つ
吾
を
包
む

有
村　

道
子

寒
き
な
か
ま
つ
す
ぐ
に
咲
く
水
仙
に

習
い
て
わ
れ
も
賀
状
書
き
つ
ぐ

平
尾　

チ
ヨ

こ
の
島
の
母
と
慕
わ
れ
し
峰
山
女
史

秋
の
没い

り
日
の
ご
と
く
逝
き
た
り

美
代　

イ
シ

寒
に
つ
れ
糖
度
が
上
が
り
胸
お
ど
る

キ
ビ
収
穫
は
早
朝
よ
り
始
ま
る

弥
島　

幸
子

久
々
に
寒
ゆ
る
む
日
の
道
ゆ
け
ば

鑞
ろ
う
ば
い梅
あ
り
て
香
り
か
が
よ
う武

田　

幸
子

寒
き
風
ま
と
い
て
帰
る
夕
つ
方

吾
が
靴
音
の
重
き
空
間

林　
　

蓮
香

盛
岡　
　

規

大
山　
　

巧

清
水　
　

毅

盛
澤　

直
子

赤
　

連

湾

赤
　

連

荒
　

木

　

本
町
短
歌
愛
好
者
の
広
が
り
を

目
指
し
「
萌
葉
（
も
え
ば
）
会
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
同
会
は
、
初

心
者
を
中
心
に
新
メ
ン
バ
ー
を
募

集
し
ま
す
。
あ
な
た
も
喜
界
歌
壇

に
ひ
ら
く
＂萌
え
る
若
葉
＂
に
な

り
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先

　
徳　
成
寿
☎ 

65

│３
５
２
２

　
（
職
場
：
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

　
企
画
課
：
☎ 

65

│１
１
１
１

　
（
内
線
23
、
植
村
）

　こんにちは！ 私はラン、７歳です。今日は弟のジャム

を紹介します。写真のテディベアみたいな子がジャムで、

後ろにいるのが私。ジャムはいつもガサガサ。遊び相手

をしてあげるけど、すぐに疲れるからジャムに見つからな

い場所にかくれます。そんなジャムは、実はお姉さん思

い。ジイちゃん相手の晩酌でメタボになった私を心配し

て、ごはんの時に自分のは食べないで、私のを横取りし

ます。ダイエットに協力してるのかな？

10 広
報
き
か
い
に
広
告
を

載
せ
ま
せ
ん
か
？

町
役
場
・
企
画
課

☎
65 

─
1
1
1
1
（
内
線
23
）
ま
で



23

２－３
月喜界島、奄美大島及び徳之島の固有種

でアジサイ科ウツギ属の落葉低木。
環境省レッドデータブックでは絶滅危惧
IA類（ごく近い将来における野生での絶
滅の危険性が極めて高いもの）と記載さ
れている。亜種にオオバナオオシマウツ
ギ（徳之島固有）やオキナワヒメウツギ（沖
縄本島固有）がある。
　奄美大島や沖縄など他の南西諸島に比
べて動植物相が豊富とはいえない喜界島
にあって数少ない固有種であり、貴重。
　一般的なウツギの花ことばは「古風」「風
情」「秘密」。

オオシマウツギ（大島空木）

マダガスカル原産でトウダイ
グサ科トウダイグサ属の多

肉植物。写真にあるように、可
憐な花からは想像できない多数の鋭いトゲで、茎
全体を武装している。花びらに見えるのはツボミ
を包む葉が変色したもので、ポインセチアやブー
ゲンビリアと同様である（写真の黄色い部分が
花）。温暖な気候下では、年間とおして花を咲か
せる。
　別名は「Ｋｉｓｓ	Ｍe	Quick」。
　花ことばは「純愛」「独立」「冷たくしないで」「逆
境に耐える」。

ハナキリン（花麒麟）

東東南アフリカ及びマダガスカル島が原産（セイ
ロン島は原産地でない）でベンケイソウ科リュウ

キュウベンケイ属の多肉植物。島では石垣などで見受
けられるが、過去には繁殖力の強さからサダニ（雑草）
扱いされていた。最近では集落内も舗装路が増え、石
垣も少なくなったことから、あまり姿を見なくなった。
シマユミタではダンソウ、沖縄ではソーシチグサ（葬
式草）という。
　花の形状からトウロウソウ（燈籠草）の別名がある
が、他にも多くの別名を持つ。無性生殖をするという
大きな特徴があり、水たまりや湿気を含んだ土の上に
落ちた葉は、単体で芽を出す。この特徴から、はから
め（葉から芽）、子宝草などの別名もある。また、欧
米ではマザー･リーフ（母の葉）、グッドラック･リー
フ（幸運の葉）と
呼ばれ、子が誕生
すると葉を友人に
プレゼントする。
水を入れた小皿に
その葉を浮かべて
おくと次々に芽が
出て、子宝や幸運
に恵まれるという。
花ことばは不明。

セイロンベンケイ（錫蘭弁慶）


